
「好きこそものの上手なれ」という言葉が

あるが、図３－１－１は、まさに、教科の好

き嫌いと学力階層に相関があることを示して

いる。

算数が好きな子どもは、１８．４％が「上位」、

４９．８％が「中の上位」、合わせて約７割が偏

差値が５０以上であり、２０．０％が「中の下位」、

１１．８％が「下位」で、合わせて約３割が偏差

値５０より低くなっている。これに対して、算

数が好きでない子どもだと、「上位」と「中

の上位」を合わせて４９．８％にとどまっていて、

残りの約５割が偏差値が５０より低くなってい

る。算数を好きな子どもは、算数が“できる”

ということがわかる（図３－１－１�）。
国語でも、国語が好きな子どもは、「上位」

と「中の上位」を合わせた偏差値５０以上に約

６割が、「中の下位」と「下位」を合わせた

偏差値５０未満に約４割がいる。これに対して

国語を好きでない子どもの場合、「上位」と

「中の上位」を合わせた偏差値５０以上に５割

弱が、「中の下位」と「下位」を合わせた偏

差値５０未満に５割強がいるという結果になっ

ている。算数ほど相関は明確ではないが、国

語を好きな子どもほど国語の学力階層が高い

（図３－１－１�）。
続いて、表３－１－４は国語、社会、算数、

理科、総合的な学習の時間のそれぞれについ

て、好きかどうかによって算数と国語の学力

階層がどう違うのかをみたものである。理科

が好きだと算数の学力が高いのではないか、

社会が好きだと国語の学力が高いのではない

かなどと予想されたが、結果は、表にあるよ

うに各教科を好きか好きでないかは学力階層

と顕著な相関を示さない。算数の分布からみ

ると、算数が好きな子どもが算数の学力が高

いことはすでにみた通りである。しかし、こ

の表で興味深いことは、国語、社会、理科の

３教科、特に社会では、その教科を好きな子

どもは好きでない子どもよりも算数の学力階

層で「下位」の割合が高いことである。算数

以外の教科を好きだと算数の学力は高くなら

ないどころか、むしろ下位層が多くなってし

まうのである。同じ表で、国語の学力階層に

ついては、国語や算数を好きな子どもは国語

の上位層が増えるが、社会と理科を好きな子

どもは算数のときと同じように下位層が増え

るという傾向がみられる。

２．学校での学習の様子と学力


好きな教科・嫌いな教科と学力
算数が好きな子どもは算数の学力が高く、国語の好きな子どもは国語の学力
が高い傾向がある。しかしながら、興味深いのは国語、社会、理科の教科を
好きでも算数の学力は高くならず、むしろ、それらの教科を「好き」だと回
答している子どもは、算数の学力が低い傾向がみられることである。同じよ
うに、社会、理科を「好き」だと回答している子どもは、国語の学力階層で
「下位」の割合が高くなる傾向がみられる。

Ｑ あなたは、次の教科や学習の時間の勉強がどのくらい好きです

か。
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０� ２０� ４０� ６０� ８０� １００�
（％）�

注１）「好き」は算数について「とても好き」「まあ好き」と回答した児童。「好きでない」は「どちら�
　　　でもない」「まあ嫌い」「とても嫌い」と回答した児童。�
注２）（　）内はサンプル数。�

図３－１－１①　算数の学力階層（算数の好き嫌い別）�
�

１８．４� ４９．８� ２０．０� １１．８�

８．２� ４１．６� ２６．５� ２３．６�

上位� 中の上位� 中の下位� 下位�

好き（７５５）�

好きでない（５８４）�

０� ２０� ４０� ６０� ８０� １００�
（％）�

図３－１－１②　国語の学力階層（国語の好き嫌い別）�
�

１９．１� ３９．０� ２８．４� １３．５�

１２．６� ３４．６� ３３．９� １８．８�

上位� 中の上位� 中の下位� 下位�

好き（７４７）�

好きでない（５９５）�

注１）「好き」は国語について「とても好き」「まあ好き」と回答した児童。「好きでない」は「どちら�
　　　でもない」「まあ嫌い」「とても嫌い」と回答した児童。�
注２）（　）内はサンプル数。�

表３－１－４ 算数と国語の学力階層（各教科の好き嫌い別）

注１）「好き」は各教科について「とても好き」「まあ好き」と回答した児童。「好きでない」は「どちらでもない」「まあ嫌い」「とても嫌
い」と回答した児童。

注２）（ ）内はサンプル数。

国 語 社 会 算 数 理 科 総合的な学習の時間

好き
（７５０）

好きで
ない
（５９５）

好き
（６９６）

好きで
ない
（６４５）

好き
（７５５）

好きで
ない
（５８４）

好き
（９５０）

好きで
ない
（３８２）

好き
（８１５）

好きで
ない
（４３１）

算

数

上位 １５．２ １２．３ １４．９ １２．９ １８．４ ８．２ １４．２ １３．１ １４．７ １３．７

中の上位 ４４．８ ４７．７ ４１．７ ５０．７ ４９．８ ４１．６ ４５．２ ４９．０ ４６．９ ４７．３

中の下位 ２１．５ ２４．７ ２２．０ ２３．９ ２０．０ ２６．５ ２２．０ ２５．４ ２２．８ ２１．１

下位 １８．５ １５．３ ２１．４ １２．６ １１．８ ２３．６ １８．６ １２．６ １５．６ １７．９

国 語 社 会 算 数 理 科 総合的な学習の時間

好き
（７４７）

好きで
ない
（５９５）

好き
（６９２）

好きで
ない
（６４６）

好き
（７４９）

好きで
ない
（５８７）

好き
（９４２）

好きで
ない
（３８７）

好き
（８１０）

好きで
ない
（４３０）

国

語

上位 １９．１ １２．６ １７．８ １４．６ １８．７ １３．３ １５．１ １９．４ １５．８ １８．１

中の上位 ３９．０ ３４．６ ３５．３ ３８．９ ３７．４ ３６．６ ３６．７ ３７．５ ３８．６ ３７．４

中の下位 ２８．４ ３３．９ ２９．５ ３２．２ ２９．８ ３２．２ ３０．９ ３０．７ ３０．９ ２８．８

下位 １３．５ １８．８ １７．５ １４．４ １４．２ １７．９ １７．３ １２．４ １４．７ １５．６

（％）
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図３－１－２�をみると、算数の学力階層
が「上位」の子どもの場合、８７．１％が算数の

授業を理解している（「ほとんどわかってい

る」「だいたいわかっている」と回答してい

る）のに対して、「中の上位」では７７．７％、「中

の下位」では６１．１％、「下位」では４３．７％し

か理解していない。「上位」と「下位」の差

は４３．４ポイントにも及んでおり、算数の学力

階層ごとの算数の理解度の差は非常に大きい

と言える。しかしそれだけでなく、算数の学

力が高いほど、国語、社会、理科の授業の理

解度も高くなることがわかった。国語を理解

している割合をみると、算数の学力階層が「上

位」の子どもの場合、９０．４％が「わかってい

る（ほとんど＋だいたい）」と回答している

のに対して、「下位」では５７．１％がそう答え

ているにすぎない。さらに、社会を理解して

いる割合でも、算数の学力階層「上位」の

７７．０％に対して「下位」では５３．２％であり、

２０ポイント強の差になっている。理科を理解

している割合でも算数の学力階層「上位」の

８５．５％に対して「下位」では７０．６％しか「わ

かっている」と回答していない。算数は、国

語や社会や理科の学習を進める上での基礎教

科的な役割を果たしている可能性を示唆して

いる。

次に、図３－１－２�で、国語の学力階層
別に各教科の授業の理解度をみると、国語で

は「上位」の９２．２％が「わかっている」と回

答しているのに対して、「中の上位」では

８２．１％、「中の下位」では６３．０％、そして「下

位」では４５．８％しかそう回答していない。「上

位」と「下位」の差は４６．４ポイントであり、

算数のときと同様、国語の学力階層ごとの国

語の理解度の差も非常に大きいと言える。

また、これも算数のときと同様に、国語の

学力が高いほど、社会、算数、理科の授業の

理解度が高くなっている。「上位」と「下位」

で理解している割合の差に着目すると、社会

と算数ではおよそ３５ポイント、理科でもおよ

そ２０ポイントの違いになっている。国語は算

数の場合以上に、社会や算数、理科の学習を

進める上での基礎教科的な役割を果たしてい

る可能性を示唆している。

最後に、図３－１－２�で、２教科合計の
学力階層別にみると、「上位」の子どもは各

教科とも８～９割が「わかっている」と回答

しているのに対して、「下位」では５割前後

から最高でも理科の６６．６％であった。そして、

「上位」と「下位」の差に着目すると、国語、

社会、算数で４０ポイント前後と大きな差を示

し、理科でもおよそ２０ポイントの差を示して

いる。前述のように、算数や国語は他の教科

の学習のための基礎教科的な役割を果たして

いる可能性が高いが、算数と国語を合わせた

変数である２教科合計の学力は、国語、算数、

理科、社会の非実技系教科の授業の理解度と

非常に強い相関を示している。

�授業の理解度と学力
算数の学力階層の違いによって算数の授業の理解度は大きく異なり、同様に、
国語の学力階層の違いによって国語の授業の理解度は大きく異なる。それだ
けでなく、算数や国語の学力が高いほど、他の非実技系教科（国語、社会、
算数、理科）の授業の理解度も高くなる。このことは、算数や国語が非実技
系教科の学習の基礎教科的な役割を果たしている可能性を示唆している。

Ｑ 学校の授業をどのくらい理解していますか（わかっていますか）。
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０�

４０�

６０�

８０�

１００�
（％）�

注１）数値は「ほとんどわかっている」と「だいたいわかっている」の合計。�
注２）（　）内はサンプル数。�

図３－１－２①　授業の理解度（算数の学力階層別）�
�

国語� 社会� 算数� 理科�

６４．９�

５５．３�

５３．２�

７７．０�

８７．１� ８５．５�

７３．９�

６５．３�

７０．６�

７７．７�

６１．１�

４３．７�

７７．３�

９０．４�

６２．１�

５７．１� 上位（１８７）�
中の上位（６２１）�
中の下位（３１１）�
下位（２３１）�～�～�

０�

４０�

６０�

８０�

１００�
（％）�

注１）数値は「ほとんどわかっている」と「だいたいわかっている」の合計。�
注２）（　）内はサンプル数。�

図３－１－２②　授業の理解度（国語の学力階層別）�
�

８２．１�

６３．０�

４５．８� ４５．４�

５２．４�

６９．７�

７９．４�
８５．３�

７６．６�

６２．５�

５０．０�

６２．９�

８１．６�

７６．２�
６８．３�

国語� 社会� 算数� 理科�

９２．２�

上位（２１８）�
中の上位（４９７）�
中の下位（４１６）�
下位（２１６）�～�～�

０�

４０�

６０�

８０�

１００�
（％）�

注１）数値は「ほとんどわかっている」と「だいたいわかっている」の合計。�
注２）（　）内はサンプル数。�

図３－１－２③　授業の理解度（２教科合計の学力階層別）�
�

８０．６�

６０．４�

５１．１�
４７．６�

５２．９�

６６．４�

８２．４�
８８．５�

８３．７�

７６．３�

６６．６�

６５．０�

７８．４�

５９．３�

４７．１�

国語� 社会� 算数� 理科�

９３．９�

上位（２２７）�
中の上位（５１５）�
中の下位（３７１）�
下位（２２７）�～�～�
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本調査では、小学校の各教科に総合的な学

習の時間を加えた９つの教科や学習の時間の

中から、「がんばって勉強したい教科」を３

つ選んでもらっている。表３－１－５は、算

数、国語、２教科合計の各学力階層ごとに、

子どもがどの教科や学習の時間をがんばって

勉強したいと思っているかを示している（こ

の表では、非実技系の４教科と総合的な学習

の時間をとりだして示している）。

表３－１－５で明らかになったのは、学力

上位層よりも下位層のほうがその教科をがん

ばりたいと思うということである。

まず、算数の学力階層からみると、「上位」

が「下位」よりも顕著に多いのは総合的な学

習の時間のみで、「上位」２９．９％に対して「下

位」では１６．０％にとどまる。しかしながら、

国語に関しては「上位」２４．６％に対して「中

の上位」が３１．９％、「中の下位」が３７．０％、「下

位」が３４．２％と下位層の子どものほうががん

ばる気持ちを持っている。また、算数に関し

ても「上位」４５．５％に対して「下位」が５７．１％

になっている。一般に、学力が低いとあきら

めてがんばらなくなるという危惧があるが、

今回の調査結果では、算数の学力が低い子ど

ものほうが、むしろ、国語や算数をがんばっ

て勉強したいと思っている。ただし、理科と

社会をがんばって勉強したいという割合につ

いては、算数の学力階層別に顕著な差はなか

った。

そして、同じ表で、同様なことが国語の学

力階層や２教科合計の学力階層についても読

み取ることができた。

�がんばって勉強したい教科と学力
学力が低い子どもは学力の向上をあきらめて、勉強をがんばらなくなるとい
う見方がある。しかし、第３回調査の結果では、むしろ、算数、国語、２教
科合計の学力が低い子どものほうが高い子どもよりも、国語や算数をがんば
って勉強したいと思っている。

表３－１－５ がんばって勉強したい教科（学力階層別）

注１）９教科中から３つまでを選択。 注２）下線は１０％以上差があるもの（最大値と最小値）。 注３）（ ）内はサンプル数。

Ｑ

算 数 国 語 ２教科合計

上位
（１８７）

中の上位
（６２１）

中の下位
（３１１）

下位
（２３１）

上位
（２１８）

中の上位
（４９７）

中の下位
（４１６）

下位
（２１６）

上位
（２２７）

中の上位
（５１５）

中の下位
（３７１）

下位
（２２７）

国語 ２４．６ ３１．９ ３７．０ ３４．２ ２４．８ ２９．６ ３６．３ ３８．９ ２２．９ ３２．２ ３６．１ ３５．７

社会 ３３．２ ３６．２ ３０．２ ２９．０ ３３．０ ３２．８ ３６．５ ２７．８ ３３．５ ３６．１ ３３．２ ２６．０

算数 ４５．５ ４８．３ ５２．１ ５７．１ ４７．７ ４９．３ ５２．２ ５２．８ ４０．１ ５１．３ ５３．９ ５３．７

理科 ２６．２ ２５．６ ２４．８ ２４．２ ２２．０ ２６．６ ２５．７ ２３．６ ２１．１ ２８．９ ２２．６ ２５．１

総合的な学習の時間 ２９．９ ２２．９ ２０．６ １６．０ ２８．０ ２５．２ １９．２ １４．４ ２９．５ ２４．３ １９．４ １４．５

あなたは、これから学校で、どんな教科や学習の時間をがんば

って勉強したいと思いますか。特にがんばりたいと思うものを

３つまで選んでください。

（％）
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学力を高めるためには、どのような授業態

度が効果的なのだろうか。表３－１－６�～
�は、授業中の様子ごとに学力階層の分布を
みたものである。「上位」と「中の上位」、つ

まり偏差値５０以上の階層に着目して、表３－

１－６�で算数の学力への影響からみてみよ
う。

まず、否定的な授業中の態度については、

予想通りの結果が得られた。「授業時間にな

っても教室に入らない」「授業中、勝手に席

を離れる」「先生に注意されても友だちとお

しゃべりを続ける」など重度の逸脱行動につ

いても、さらには「授業中にいねむりをする」

「マンガをかいたり、文房具で遊ぶ」「ぼうっ

と他のことを考えている」などの軽度の離脱

的な逸脱行動についても、授業中に逸脱的行

動を行わない子ども（「あまりない」「ほとん

どない」と回答した子ども）は、そのような

行動を行う子ども（「よくある」「時々ある」

と回答した子ども）よりも学力が高かった。

また、興味深いのは「近くの人とおしゃべ

りをする」に「ある」と回答した子どもは、

偏差値５０以上の２つの階層に５８．８％いるが、

「ない」と答えた子どもでも６２．１％であり、

その差は小さい。この程度の軽いおしゃべり

であれば、学力に対してあまり影響はない。

さらに、「授業中に、他の科目や塾の勉強を

する」では、「ある」が３５．７％なのに対して

「ない」が６１．３％と２５．６ポイントもの大きな

差になっている。学力を高めるためには「内

職」をするよりは、やはり、今受けている授

業を大事にすることが重要なのである。

次に、肯定的な授業態度に関して、「ある」

と「ない」を偏差値５０以上（「上位」＋「中

の上位」）で比べてみると、「黒板に書かれた

ことを、きちんとノートに書く」で１３．２ポイ

ント、「友だちの意見や発表をしっかりと聞

く」で１７．２ポイント、「自分の考えや意見を

発表する」で１９．１ポイントとなっている。こ

れら肯定的な授業態度が学力を高める効果を

果たしていると言える。ただし、「黒板に書

かれていなくても、先生の話で大切なことは

ノートに書く」では「ある」が５８．１％、「ない」

が６１．９％でその差は３．８ポイントしかない。

そこまでていねいにノートをとらなくてもよ

いということだろうか。

テストに関連した質問について、同様に偏

差値５０以上の割合の差をみると、まず、「本

当は解ける問題を不注意で間違えるとくやし

いと思う」が「ある」で６３．１％、「ない」で

４７．４％、次に「テストで間違えるとくやしい

と思う」では「ある」で６２．５％、「ない」で

５１．９％、最後に「テストで間違えた問題をや

り直す」でも「ある」で６３．５％、「ない」で

４６．５％となっている。くやしいと思う気持ち

や間違えた問題をやり直すことが高い学力に

帰結している。なお、「授業でわからないこ

とは、あとで先生に質問する」は肯定的な学


授業の受け方と学力
授業中に逸脱的行動を行わない子どもは、算数、国語、２教科合計ともに学
力が高い。また、肯定的な授業態度も高い学力と結びついている。しかし、
軽度のおしゃべりや必要以上にていねいにノートをとることには学力階層に
与える効果を読み取ることはできない。テストに関連しては、くやしいと思
う気持ちや間違えた問題をやり直すことが高い学力に帰結している。

Ｑ あなたの授業中の様子についてお聞きします。
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習行動であるが、「ある」で５２．７％なのに対

して「ない」で６３．３％となっており、質問す

る子どものほうが学力が低い。これは、わが

国の小学校ではわからない子どもがあきらめ

るのではなく、わからないからこそ質問する

という、当たり前のことが行われている結果

とみてよいのではないだろうか。

表３－１－６�で、算数の学力階層の場合
と同じ傾向が国語の学力階層の場合にもみて

とれる。そして、算数と国語の学力階層で同様

な傾向が現れているので、２教科合計につい

ても、表３－１－６�で同じ傾向が読み取れる。

表３－１－６� 算数の学力階層（授業の受け方別）

注１）「ある」は「よくある」「時々ある」と回答した児童。「ない」は「あまりない」「ほとんどない」と回答した児童。
注２）数値部分のアミかけは「上位」と「中の上位」の合計で「ある」と「ない」の差が１０％以上のもの。
注３）（ ）内はサンプル数。

上位 中の上位 上位＋
中の上位 中の下位 下位

授業でわからないことは、あとで先生
に質問する

ある（４３２）
ない（９０９）

１１．３
１５．０

４１．４
４８．３

５２．７
６３．３

２５．９
２１．７

２１．３
１５．１

授業の内容が難しいと思う ある（６９７）
ない（６４６）

８．２
２０．１

４２．８
４９．５

５１．０
６９．６

２５．８
１９．８

２３．２
１０．５

授業の内容が簡単すぎると思う ある（５６１）
ない（７７６）

１９．６
９．９

４９．２
４３．７

６８．８
５３．６

１８．４
２６．３

１２．８
２０．１

授業中にいねむりをする ある（ ４８）
ない（１２９１）

６．３
１４．２

３５．４
４６．６

４１．７
６０．８

２５．０
２２．９

３３．３
１６．３

マンガをかいたり、文房具で遊ぶ ある（３２７）
ない（１００９）

１１．０
１５．０

４１．６
４７．３

５２．６
６２．３

２５．１
２２．５

２２．３
１５．３

近くの人とおしゃべりをする ある（８５９）
ない（４８０）

１３．２
１５．４

４５．６
４６．７

５８．８
６２．１

２４．２
２１．０

１７．０
１６．９

授業中に、他の科目や塾の勉強をする ある（ ７３）
ない（１２６２）

１１．０
１４．０

２４．７
４７．３

３５．７
６１．３

２６．０
２３．１

３８．４
１５．６

ぼうっと他のことを考えている ある（４８６）
ない（８４４）

１１．１
１５．５

４１．４
４９．１

５２．５
６４．６

２５．５
２１．３

２２．０
１４．１

黒板に書かれたことを、きちんとノー
トに書く

ある（１２０７）
ない（１３３）

１４．５
９．０

４６．８
３９．１

６１．３
４８．１

２３．１
２１．８

１５．６
３０．１

授業時間になっても教室に入らない ある（１４２）
ない（１１９１）

１０．６
１４．４

４０．８
４６．９

５１．４
６１．３

２５．４
２２．７

２３．２
１６．０

授業中、勝手に席を離れる ある（ ９７）
ない（１２３４）

５．２
１４．６

３３．０
４７．２

３８．２
６１．８

３０．９
２２．４

３０．９
１５．８

先生に注意されても友だちとおしゃべ
りを続ける

ある（１３８）
ない（１１９８）

９．４
１４．５

４２．０
４６．６

５１．４
６１．１

２９．０
２２．１

１９．６
１６．８

黒板に書かれていなくても、先生の話
で大切なことはノートに書く

ある（６３０）
ない（７０７）

１３．７
１４．１

４４．４
４７．８

５８．１
６１．９

２３．７
２２．３

１８．３
１５．７

本当は解ける問題を不注意で間違える
とくやしいと思う

ある（１０７６）
ない（２６８）

１５．１
９．０

４８．０
３８．４

６３．１
４７．４

２２．４
２５．７

１４．５
２６．９

テストで間違えるとくやしいと思う ある（１０４４）
ない（２９３）

１４．９
１０．６

４７．６
４１．３

６２．５
５１．９

２１．７
２６．６

１５．７
２１．５

テストで間違えた問題をやり直す ある（１０５５）
ない（２８４）

１４．７
１１．３

４８．８
３５．２

６３．５
４６．５

２１．６
２８．５

１４．９
２５．０

友だちの意見や発表をしっかりと聞く ある（１１８９）
ない（１５４）

１４．６
８．４

４７．４
３６．４

６２．０
４４．８

２２．６
２５．３

１５．４
２９．９

自分の考えや意見を発表する ある（７５１）
ない（５９５）

１７．０
９．９

５１．３
３９．３

６８．３
４９．２

１９．４
２７．６

１２．３
２３．２

（％）
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表３－１－６� 国語の学力階層（授業の受け方別）

注１）「ある」は「よくある」「時々ある」と回答した児童。「ない」は「あまりない」「ほとんどない」と回答した児童。
注２）数値部分のアミかけは「上位」と「中の上位」の合計で「ある」と「ない」の差が１０％以上のもの。
注３）（ ）内はサンプル数。

上位 中の上位 上位＋
中の上位 中の下位 下位

授業でわからないことは、あとで先生
に質問する

ある（４３３）
ない（９０５）

１２．７
１７．８

３３．７
３８．３

４６．４
５６．１

３４．２
２９．４

１９．４
１４．５

授業の内容が難しいと思う ある（６９６）
ない（６４４）

１１．４
２１．６

３１．９
４２．５

４３．３
６４．１

３６．６
２４．４

２０．１
１１．５

授業の内容が簡単すぎると思う ある（５６０）
ない（７７４）

２０．４
１３．２

３８．８
３５．９

５９．２
４９．１

２６．４
３３．９

１４．５
１７．１

授業中にいねむりをする ある（ ４８）
ない（１２８７）

２．１
１６．９

２９．２
３７．４

３１．３
５４．３

３１．３
３０．８

３７．５
１５．０

マンガをかいたり、文房具で遊ぶ ある（３２９）
ない（１００４）

１０．６
１８．０

３１．９
３８．７

４２．５
５６．７

３５．９
２９．３

２１．６
１３．９

近くの人とおしゃべりをする ある（８５６）
ない（４８０）

１５．４
１７．５

３７．５
３６．５

５２．９
５４．０

３０．０
３２．３

１７．１
１３．８

授業中に、他の科目や塾の勉強をする ある（ ７３）
ない（１２５９）

９．６
１６．８

１９．２
３７．９

２８．８
５４．７

３５．６
３０．７

３５．６
１４．７

ぼうっと他のことを考えている ある（４８４）
ない（８４３）

１２．２
１８．５

３４．３
３８．８

４６．５
５７．３

３２．６
２９．８

２０．９
１２．９

黒板に書かれたことを、きちんとノー
トに書く

ある（１２０４）
ない（１３３）

１６．７
１２．０

３８．１
２６．３

５４．８
３８．３

３０．６
３２．３

１４．５
２９．３

授業時間になっても教室に入らない ある（１４２）
ない（１１８８）

１０．６
１７．０

２６．８
３８．６

３７．４
５５．６

３５．９
３０．１

２６．８
１４．３

授業中、勝手に席を離れる ある（１００）
ない（１２２８）

５．０
１７．３

２０．０
３８．４

２５．０
５５．７

３７．０
３０．４

３８．０
１４．０

先生に注意されても友だちとおしゃべ
りを続ける

ある（１３９）
ない（１１９４）

１０．１
１７．１

３２．４
３７．６

４２．５
５４．７

３３．１
３０．６

２４．５
１４．７

黒板に書かれていなくても、先生の話
で大切なことはノートに書く

ある（６２９）
ない（７０５）

１７．３
１５．３

３８．８
３５．５

５６．１
５０．８

３０．０
３１．２

１３．８
１８．０

本当は解ける問題を不注意で間違える
とくやしいと思う

ある（１０７１）
ない（２７０）

１７．３
１２．２

３９．４
２７．８

５６．７
４０．０

３０．２
３３．３

１３．２
２６．７

テストで間違えるとくやしいと思う ある（１０３６）
ない（２９８）

１７．０
１３．４

３８．８
３０．９

５５．８
４４．３

２９．９
３３．６

１４．３
２２．１

テストで間違えた問題をやり直す ある（１０４９）
ない（２８７）

１７．５
１１．１

３９．４
２７．９

５６．９
３９．０

２９．５
３６．２

１３．６
２４．７

友だちの意見や発表をしっかりと聞く ある（１１８５）
ない（１５５）

１７．６
５．８

３８．６
２４．５

５６．２
３０．３

３０．０
３７．４

１３．８
３２．３

自分の考えや意見を発表する ある（７５２）
ない（５９１）

１９．１
１２．５

４１．４
３１．５

６０．５
４４．０

２８．２
３４．２

１１．３
２１．８

（％）
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表３－１－６� ２教科合計の学力階層（授業の受け方別）

注１）「ある」は「よくある」「時々ある」と回答した児童。「ない」は「あまりない」「ほとんどない」と回答した児童。
注２）数値部分のアミかけは「上位」と「中の上位」の合計で「ある」と「ない」の差が１０％以上のもの。
注３）（ ）内はサンプル数。

上位 中の上位 上位＋
中の上位 中の下位 下位

授業でわからないことは、あとで先生
に質問する

ある（４３０）
ない（９０１）

１５．３
１７．５

３３．７
４０．７

４９．０
５８．２

２９．５
２６．９

２１．４
１４．９

授業の内容が難しいと思う ある（６９０）
ない（６４３）

１０．６
２４．０

３２．３
４４．９

４２．９
６８．９

３５．７
１９．０

２１．４
１２．１

授業の内容が簡単すぎると思う ある（５５８）
ない（７６９）

２２．２
１３．１

４１．４
３６．５

６３．６
４９．６

２２．２
３１．３

１４．２
１９．０

授業中にいねむりをする ある（ ４７）
ない（１２８２）

２．１
１７．６

３１．９
３８．９

３４．０
５６．５

２１．３
２７．７

４４．７
１５．８

マンガをかいたり、文房具で遊ぶ ある（３２５）
ない（１００１）

１１．７
１８．９

３２．６
４０．２

４４．３
５９．１

３２．６
２６．２

２３．１
１４．８

近くの人とおしゃべりをする ある（８５２）
ない（４７７）

１６．５
１７．６

３７．７
４０．３

５４．２
５７．９

２８．４
２６．２

１７．４
１５．９

授業中に、他の科目や塾の勉強をする ある（ ７２）
ない（１２５３）

１１．１
１７．５

１８．１
３９．５

２９．２
５７．０

２６．４
２７．９

４４．４
１５．２

ぼうっと他のことを考えている ある（４８１）
ない（８３９）

１３．５
１９．０

３３．３
４１．８

４６．８
６０．８

３１．０
２５．６

２２．２
１３．６

黒板に書かれたことを、きちんとノー
トに書く

ある（１１９９）
ない（１３１）

１７．６
１２．２

３９．４
２８．２

５７．０
４０．４

２７．５
２９．０

１５．４
３０．５

授業時間になっても教室に入らない ある（１４１）
ない（１１８２）

１１．３
１７．９

２７．７
４０．０

３９．０
５７．９

３４．０
２６．８

２７．０
１５．３

授業中、勝手に席を離れる ある（ ９６）
ない（１２２５）

３．１
１８．２

２０．８
３９．９

２３．９
５８．１

３９．６
２６．７

３６．５
１５．２

先生に注意されても友だちとおしゃべ
りを続ける

ある（１３６）
ない（１１９０）

８．８
１８．１

３６．８
３８．８

４５．６
５６．９

３０．１
２７．１

２４．３
１６．０

黒板に書かれていなくても、先生の話
で大切なことはノートに書く

ある（６２６）
ない（７０１）

１７．３
１６．８

３９．６
３７．８

５６．９
５４．６

２６．５
２８．４

１６．６
１７．０

本当は解ける問題を不注意で間違える
とくやしいと思う

ある（１０６８）
ない（２６６）

１８．６
１０．５

４０．３
３１．６

５８．９
４２．１

２７．５
２８．２

１３．６
２９．７

テストで間違えるとくやしいと思う ある（１０３５）
ない（２９２）

１８．０
１４．０

４０．１
３２．５

５８．１
４６．５

２７．２
２９．１

１４．７
２４．３

テストで間違えた問題をやり直す ある（１０４６）
ない（２８３）

１９．２
８．８

４０．６
３０．４

５９．８
３９．２

２５．８
３４．３

１４．３
２６．５

友だちの意見や発表をしっかりと聞く ある（１１８０）
ない（１５３）

１８．３
７．２

４０．１
２６．１

５８．４
３３．３

２７．１
３２．０

１４．５
３４．６

自分の考えや意見を発表する ある（７４８）
ない（５８８）

２１．５
１１．２

４１．７
３４．４

６３．２
４５．６

２５．７
３０．１

１１．１
２４．３

（％）
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学力階層別に学校での好きな勉強方法をみ

たものが、表３－１－７である。この表をみ

ると、「パソコンを使ってする勉強」は、算

数、国語、２教科合計ともに上位層から下位

層までがまんべんなく好きな勉強方法であり、

学力階層による差が小さい。学力階層別で好

き嫌いの差が小さいという観点からは、学校

でのパソコン利用は大いに進められるべきで

ある。

これ以外の勉強方法では、学力階層によっ

て好きな割合の差が非常に大きい。「苦手度

が大きい（＝好きな割合が少ない）勉強方法」

という視点でみると、まず、算数の学力階層

が「下位」の子どもは、「ドリルやプリント

を使ってする授業（５２．８％：「とても好き」

「好き」と回答した割合。以下、同様）」が苦

手である。次に、国語の学力階層が「下位」

の子どもは、「考えたり調べたりしたことを

いろいろ工夫して発表すること（４２．１％）」

「個人（自分一人）で何かを考えたり調べた

りする授業（４９．５％）」が苦手である。下位

層の子どもたちには、これらの勉強方法は避

けてあげるか、あるいは、好きになれるよう

に方法を改善するか、もしくは実施時に何ら

かのサポートが必要である。

また、学力上位層が（上位層であるにもか

かわらず）比較的苦手である勉強方法につい

てみてみよう。まず、算数の学力階層が「上

位」の子どもは、「個人（自分一人）で何か

を考えたり調べたりする授業（６１．０％）」「考

えたり調べたりしたことをいろいろ工夫して

発表すること（６７．４％）」「いろいろな人に聞

きに行ってする授業や調査（７０．０％）」で「好

き」と回答する割合が、相対的に小さい。さ

らに、国語の学力階層が「上位」の子どもは、

算数の場合と同じ「個人で何かを考えたり調

べたりする授業（５９．１％）」「考えたり調べた

りしたことをいろいろ工夫して発表すること

（６３．３％）」「いろいろな人に聞きに行ってす

る授業や調査（７１．１％）」に加えて、「ドリル

やプリントを使ってする授業（７１．１％）」が

やや苦手なようである。

最後に、「座学」の典型とされる「先生が

黒板を使いながら教えてくれる授業」は、算

数の学力階層でも国語の学力階層でも、下位

の子どもでおよそ８割、上位の子どもでおよ

そ９割が「好き」だと答えている。近年の風

潮では、ともすると生きる力や体験的要素を

強調するあまり座学を否定しがちであるが、

座学は子どもたちによって好かれている勉強

方法の１つであることを忘れてはならない。

�好きな学校の勉強方法と学力
「パソコンを使ってする勉強」は上位層から下位層までがまんべんなく好き
な勉強方法であり、学力階層による差が小さい。それ以外の勉強方法につい
てはいずれも、学力階層によって「好き」と回答する割合の差が非常に大きい。

Ｑ あなたは、次にあげる学校の勉強方法は、どのくらい好きです

か。
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表３－１－７ 好きな学校の勉強方法（学力階層別）

注１）数値は「とても好き」と「好き」の合計。
注２）下線は１０％以上差があるもの（最大値と最小値）。
注３）（ ）内はサンプル数。

算 数 国 語 ２教科合計

上位
（１８７）

中の上位
（６２１）

中の下位
（３１１）

下位
（２３１）

上位
（２１８）

中の上位
（４９７）

中の下位
（４１６）

下位
（２１６）

上位
（２２７）

中の上位
（５１５）

中の下位
（３７１）

下位
（２２７）

先生が黒板を使いなが
ら教えてくれる授業 ８８．８ ８７．６ ８３．６ ７７．０ ８９．５ ８６．７ ８５．６ ７６．４ ８９．９ ８７．８ ８５．４ ７４．５

個人（自分一人）で何かを
考えたり調べたりする授業 ６１．０ ５３．０ ５０．５ ４９．８ ５９．１ ５４．１ ４９．１ ４９．５ ６２．６ ５２．２ ４９．３ ５０．２

グループで何かを考え
たり調べたりする授業 ９１．４ ８７．３ ８５．２ ７７．５ ９１．３ ８６．７ ８５．８ ７６．９ ９０．７ ８９．１ ８１．９ ７８．４

ドリルやプリントを使
ってする授業 ７７．０ ６６．５ ６７．９ ５２．８ ７１．１ ６８．６ ６３．７ ５８．８ ７４．０ ６８．０ ６５．０ ５５．５

自分たちでテーマや調
べ方を決めてする授業 ７７．０ ７４．１ ７１．４ ６４．１ ８０．３ ７４．８ ７１．７ ５７．９ ７８．８ ７５．５ ７０．１ ６０．８

パソコンを使ってする
勉強 ９３．６ ９３．１ ８８．７ ８７．８ ９４．１ ９１．５ ９０．９ ８７．９ ９３．４ ９２．７ ９０．３ ８７．２

学校外のいろいろな場所
に行ってする授業や調査 ９０．４ ９０．５ ８７．７ ７９．７ ８８．５ ９０．６ ８８．２ ７９．６ ８８．９ ９１．２ ８７．６ ７９．７

いろいろな人に聞きに
行ってする授業や調査 ７０．０ ７２．８ ６８．８ ６２．７ ７１．１ ７４．６ ６８．３ ５７．８ ６９．６ ７５．０ ６８．２ ５９．９

友だちと話し合いなが
ら進めていく授業 ８６．１ ８４．５ ８３．２ ７４．９ ８６．７ ８４．３ ８３．４ ７３．７ ８８．１ ８５．８ ８１．４ ７３．１

考えたり調べたりしたことをい
ろいろ工夫して発表すること ６７．４ ５９．５ ５２．４ ４５．５ ６３．３ ６２．７ ５２．６ ４２．１ ６４．８ ６２．９ ５０．７ ４３．６

（％）
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